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【
う
ら
へ
続
く
】

  

憲
法
９
条
改
定
へ
の
危
険
な
新
局
面

「
改
憲
許
す
な
」
草
の
根
か
ら
大
運
動
を

　

                          

志
位
委
員
長
が
呼
び
か
け

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
19
日
、
憲
法
９
条

改
定
へ
総
選
挙
後
の
三
つ

の
危
険
な
動
き
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　

第
１
は
、
岸
田
首
相
の

改
憲
“
前
の
め
り
”
の
発

言
が
際
立
っ
て
お
り
、
国

会
で
も
議
論
の
加
速
を
首

相
が
指
示
す
る
と
い
う
事

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

第
２
は
、「
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
」
の
検
討
を

は
じ
め
、
自
衛
隊
を
海
外

派
兵
型
の
軍
隊
に
つ
く
り

変
え
る
動
き
や
軍
事
費
を

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
増
や
す

大
軍
拡
の
動
き
が
進
ん
で

い
る
こ
と
。

　

第
３
は
、
日
本
維
新
の

会
と
国
民
民
主
党
が
「
憲

法
改
正
議
論
の
加
速
」
で

合
意
し
た
こ
と
。
自
民
党

の
改
憲
策
動
を
応
援
・
後

押
し
す
る
動
き
で
極
め
て

重
大
と
述
べ
ま
し
た
。

　

志
位
氏
は
、
ね
ら
い
は

「
憲
法
９
条
改
定
の
国
会

発
議
を
や
る
こ
と
」
と
告

発
。
９
条
改
憲
の
動
き
は
、

海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く

り
で
あ
り
、「
国
民
が
望
ん

で
い
る
わ
け
で
は
決
し
て

な
い
」
と
指
摘
。
中
国
の

覇
権
主
義
的
な
行
動
に
対

し
て
国
際
法
に
基
づ
い
た

冷
静
な
外
交
的
な
批
判
で

包
囲
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
と
述
べ
、「
９
条
改
憲
を

許
す
な
」「
９
条
を
生
か
し

た
平
和
外
交
を
」
の
一
点

で
草
の
根
か
ら
の
大
運
動

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
11
月
25
日
、東
京
都
の
新

た
な
感
染
者
は
27
人
。
14

日
連
続
で
30
人
を
下
回
っ

て
い
る
」「
都
の
会
食
制
限

が
同
一
テ
ー
ブ
ル
４
人
が

８
人
に
緩
和
さ
れ
る
」「
外

国
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

増
え
て
い
る
。
ア
ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ
は
効
果
が
な
く
な

る
の
が
早
い
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

政
府
が
備
蓄
石
油
の
放

出
を
決
定
（
24
日
）。「
主

要
消
費
国
の
米
・
中
・
印
・

英
・
韓
と
歩
調
を
合
わ
せ

た
対
応
だ
」「
専
門
家
が
価

格
抑
制
効
果
は
一
時
的
で

産
出
国
の
反
発
・
対
立
を

危
惧
し
て
い
た
」「
運
輸
や

農
業
な
ど
原
油
高
で
困
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
回
し
て

も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

木
下
都
議
が
辞
職
（
22

日
）。「
無
免
許
運
転
を
繰

り
返
し
在
宅
起
訴
さ
れ
て

い
た
が
や
っ
と
辞
職
し

た
」「
記
者
会
見
で
は
陳
謝

す
る
一
方
で
都
議
会
を
批

判
。
議
員
と
し
て
、
人
と

し
て
失
格
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
イ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
自

筆
メ
モ
が
競
売
。「
相
対
性

理
論
の
構
想
時
に
残
し
た

国会議員に月々「文書通信費」

　抜本的見直し必要
年 320 億円 の政党助成金廃止を

　

国
会
議
員
に
支
給
さ
れ

る
文
書
通
信
交
通
滞
在
費

（
文
通
費
・
月
１
０
０
万

円
）
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
以

前
か
ら
抜
本
的
見
直
し
を

要
求
、
そ
れ
を
含
む
国
会

予
算
に
反
対
し
て
き
ま
し

た
。
抜
本
的
に
見
直
す
こ

と
は
当
然
で
す
。

　

国
会
議
員
・
政
党
に
関

わ
る
政
党
助
成
金
も
大
問

題
で
す
。
年
間
３
２
０
億

円
、
国
会
議
員
１
人
当
た

り
４
５
０
０
万
円
と
い
う

桁
違
い
の
金
額
で
す
。

　

日
本
維
新
の
会
は
「
身

を
切
る
改
革
」
と
言
い
な

が
ら
こ
の
政
党
助
成
金
に

は
ほ
お
か
む
り
。
使
い
残

し
て
も
国
に
返
還
せ
ず
、

20
年
に
は
13
億
３
８
０
０

万
円
を
「
基
金
」
と
し
て

た
め
込
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
国
民
の

税
金
を
政
党
が
山
分
け
す

る
憲
法
違
反
の
政
党
助
成

金
の
受
け
取
り
を
拒
否
し

て
い
ま
す
。

自公政権の悪政を後押しする最悪の
補完勢力＝日本維新の会
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

自
筆
の
メ
モ
が
約
15
億
円

で
落
札
さ
れ
た
」「
54
ペ
ー

ジ
に
わ
た
り
相
対
性
理
論

の
準
備
作
業
が
記
さ
れ
て

で
桃
田
賢
斗
選
手
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
）
が
優
勝
（
21

日
）。「
１
年
10
カ
月
ぶ
り

の
ツ
ア
ー
制
覇
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

上
野
動
物
園
の
パ
ン

ダ
・
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
返

還
が
延
長
。「
当
初
は
昨
年

返
還
予
定
が
コ
ロ
ナ
禍
で

今
年
の
12
月
31
日
に
変
更

さ
れ
て
い
た
が
今
度
は
北

京
五
輪
を
控
え
た
中
国
側

の
入
国
規
制
な
ど
で
更
に

延
期
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
朝
晩
の
冷
え
込
み
は

コ
ロ
ナ
第
６
波
対
策
は

　
　
　
　
　
　
　
机
上
の
空
論

　
　
　
医
労
連
が
批
判
の
談
話

　

政
府
が
12
日
に
発
表
し

た
感
染
拡
大
第
６
波
に
備

え
る
約
３
・
７
万
人
分
の

病
床
確
保
や
自
宅
・
宿
泊

療
養
者
へ
の
対
策
に
つ
い

て
、
日
本
医
療
労
働
組
合

連
合
会
は
「
全
く
具
体
性

の
な
い
机
上
の
空
論
だ
」

と
批
判
す
る
談
話
を
出
し

ま
し
た
。

  
「（
医
療
従
事
者
の
）
人

員
不
足
を
解
消
し
な
い
限

り
機
能
し
な
い
こ
と
は
第

５
波
で
明
ら
か
だ
。
人
員

増
に
つ
い
て
全
く
具
体
策

が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
」

と
指
摘
。
自
宅
・
宿
泊
療

養
者
の
対
応
は
コ
ロ
ナ
陽

性
者
を
受
け
入
れ
て
い
な

い
医
療
機
関
で
も
行
っ
て

い
る
が
、
減
収
補
填
も
な

く
最
低
限
の
人
員
で
維
持

し
て
い
る
。
そ
の
中
で

「
23
万
人
と
想
定
さ
れ
る

自
宅
・
宿
泊
療
養
者
の
対

応
を
求
め
て
も
不
可
能
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

  

談
話
は
、
公
立
・
公
的

病
院
の
病
床
削
減
計
画
や

医
師
・
看
護
師
数
の
抑
制
、

保
健
所
の
大
幅
整
理
・
縮

小
な
ど
を
抜
本
的
に
見
直

す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

COP26
成果文書は「不十分」
ＮＧＯから批判相次ぐ

　石炭削減は一定評価　

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
で
13
日
採
択

さ
れ
た
成
果
文
書
「
グ
ラ

ス
ゴ
ー
気
候
合
意
」
に
つ

い
て
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
は「
不

十
分
」
と
批
判
的
な
声
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

環
境
保
護
団
体
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
ー
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の
事
務
局
長
は

「
気
温
上
昇
を（
産
業
革
命

前
か
ら
）１
・
５
度
に
抑
え

る
目
標
は
（
文
書
に
）
た

だ
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

消
極
的
で
不
十
分
」
と
指

摘
。
一
方
、「
石
炭
の
時
代

は
終
わ
る
と
い
う
シ
グ
ナ

ル
を
送
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
重
要
だ
」
と
も
述
べ
ま

し
た
。

　

環
境
活
動
家
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
は
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

を
批
判
し
つ
つ
、「
本
当
の

仕
事
は
会
議
場
の
外
で
続

く
。
決
し
て
諦
め
な
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

COP26 でローマ教皇訴え
　大戦後のように
　　弱小国に連帯を

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ー

マ
教
皇
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
に

宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
流
行
と
気
候
変
動

に
よ
っ
て
負
わ
さ
れ
た
双

子
の
傷
は
、
世
界
的
な
紛

争
に
よ
る
傷
に
匹
敵
す
る

も
の
で
あ
り
、
同
じ
よ
う

に
対
処
す
べ
き
だ
と
訴
え

ま
し
た
。

　

教
皇
は
「
第
２
次
世
界

大
戦
の
あ
と
の
よ
う
に
」、

各
国
が
す
べ
て
の
国
、
こ

と
に
弱
小
国
に
連
帯
と
協

力
を
示
し
、
平
等
で
先
を

見
通
し
た
行
動
を
と
る
べ

き
だ
と
述
べ
、
よ
り
資
金

の
あ
る
諸
国
が
「
経
済
や

国
民
生
活
で
の
脱
炭
素

化
」
を
率
先
し
、
気
候
変

動
の
悪
影
響
に
さ
ら
さ
れ

や
す
い
諸
国
を
も
っ
と
支

援
す
べ
き
だ
と
指
摘
。「
今

が
、
す
ぐ
に
大
胆
に
責
任

を
も
っ
て
行
動
す
べ
き
時

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

「富岳」
スパコン最高峰賞を受賞
　飛沫拡散を〝見える化〟

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
下
、
飛
沫

の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
映
像
を
公
開
し
て
き

た
理
化
学
研
究
所
の
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富

岳
」
に
よ
る
研
究
が
、
ス

パ
コ
ン
界
の
最
高
峰
と
目

さ
れ
る
「
ゴ
ー
ド
ン
・
ベ

ル
賞
」に
輝
き
ま
し
た（
19

日
）。

　

研
究
チ
ー
ム
は
自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
熱
流
動
予
測

技
術
を
応
用
し
、
す
ぐ
さ

ま
飛
沫
解
析
を
ス
タ
ー
ト
。

マ
ス
ク
の
効
果
、
会
話
時

の
飛
沫
の
動
き
、
電
車
や

室
内
環
境
で
の
飛
沫
な
ど

の
飛
散
状
況
を
再
現
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

を
次
々
と
公
開
し
ま
し
た
。

　

感
染
初
期
に
は
マ
ス
ク

の
効
果
で
さ
え
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

な
ど
権
威
あ
る
と
こ
ろ
が

懐
疑
的
で
し
た
。

読
書

「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル

－

世
界
を
動

か
す
ガ
バ
ニ
ン
グ
・
ア

ジ
ェ
ン
ダ
」

　

明
日
香
壽じ
ゅ
せ
ん川
著

　
　
岩
波
書
店

　
　
８
６
０
円
＋
税

　

著
者
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し

て
以
来
25
年
、
温
暖
化
問

題
に
関
わ
っ
て
き
た
研
究

者
だ
。「
未
来
の
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
研
究
グ

ル
ー
プ
」
に
加
わ
り
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す

る
２
０
３
０
年
ま
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
た

レ
ポ
ー
ト
作
成
に
中
心
的

な
役
割
を
は
た
し
た
。

　

仙
台
の
石
炭
火
力
発
電

差
し
止
め
訴
訟
に
取
り
組

む
な
ど
、「
気
候
正
義
」
を

求
め
て
、
理
論
と
実
践
を

続
け
て
い
く
姿
勢
に
感
動

し
た
。　
　
　
（
Ｉ
）

激
し
く
な
っ
た
。
日
中
は

快
晴
で
暑
い
く
ら
い
だ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
皇
帝
ダ
リ
ア
が
満
開
。

普
通
の
ダ
リ
ア
よ
り
開
花

い
る
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
マ
ス
タ
ー
ズ

が
遅
く
、
寒
く
な
っ
て
か

ら
だ
。
茎
が
竹
の
よ
う
で
、

背
丈
が
人
の
倍
以
上
あ
る

巨
大
な
花
だ
」「
都
心
の
紅

葉
も
き
れ
い
に
な
っ
て
き

た
」「
神
宮
外
苑
の
イ
チ
ョ

ウ
並
木
が
見
事
だ
」


